
 

点検後の対応・対策 
※学校の設置者と点検結果を共有し連携して対応 見る 

学ぶ 

実践する 

安全点検要領は、このような活用ができます 
点検体制の整理（教職員、設置者、専門家の関わり） 
※金属疲労等の専門性が必要なものは専門家に依頼 

点検箇所ごとの安全点検の方法を映像等で解説 
※タブレット等で、点検場所等でも視聴できます。 

校舎内外の主な点検箇
所の点検方法を解説。 
点検映像は１～２分。 

「安全点検要領」活用の一例を紹介します。各学校における事故防止に、有効に活用してください。 

危険箇所の「抽出」、「分析」、「管理」の在り方 
※ヒヤリハット事例等を共有し、組織的に対応 

これまでの重大事故事例を教訓として生かす 
※事故情報から得られる安全点検の留意点も記載 

事故防止に欠かせない「日常の安全点検」の 
実施の考え方 
※児童生徒等の目線に立った確認が重要 

共有ネットワーク内等
で、共同編集可能な設
定にすると、より効率

安全点検の「頻度」と「方法」 
※耐震性に関するものは年１回程度実施。ただ
し、使用頻度に応じて点検頻度を増やす等検討 

安全点検の実施方
法等が簡単に確認
できます。 

事故防止の重要な
視点を学べます。点
検項目の見直しに
も参考になります。 

点検要領を参考に
安全点検を実施。デ
ジタル化による実
施は点検が効率的。 

児童生徒等の安全教育としても活用 
※事故防止には、安全教育と一体的な取組が必要 
※ヒヤリハット事例の報告様式サンプルも活用可能 

学校の実情を踏まえ、「安全点検表」を編集 
※デジタル化すれば、集計作業も効率的 
※点検表サンプルは、施設設備の劣化以外の 
事故防止の観点を重視 

（活用例）※タブレットを活用した場合 
① 点検方法をその場で確認（視聴） 
② デジタル化した点検表を使って、点検箇所を点検 
③ 点検表に点検結果や、改善を要する点など入力 

安全点検要領を活用した安全点検の
実施 
※事故防止の視点を確認しながら、
負担少なく、効率的に実施 
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